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理　事　会　だ　よ り

第14期　第5回　全国理事会議事録

日時昭和42年5月16日19時～21時30分

場所仙台市セソトラルホテル

出席者　山本（義），山元（竜），磯野，孫野，畠山，岸

　　　　保，小平，神山，大田，吉野，桜庭，須田，高

　　　　橋，荒IIL中野，沢田（九州），吉武，吉田（東

　　　　北），朝倉　　　　　　　　　　　　　（順不同）

議　題

　1．昭和41年度，決算報告，昭和42年事業計画案，予

　　算案は原案通り可決された．

　2・学会運営改善案については，常任理事会の原案が

　　認められた．

1967年6月

　　さらに整理し，8月の全国理事会で検討する．

3．全国理事会の期日を事前にきめ，春期，夏期講演

　会の前後および，総会，大会の前後に開くことを原二

　則とする．

4．　昭和42年度秋期大会は気研または気象大の何れか，

　に世話していただく．来年度当番支部については，

　名古屋で開く予定だが地元の意見がわからないので

　秋の大会のときにきめる．

5．山本理事より，特に発言があり，気象学の長期計

　画の推進について，大学における講座の拡充など諸

　間題が提起された．
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